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Ⅰ 市民意識調査の概要 

調査の目的 
男女共同参画に関する市民の意識の変化や意向について把握し、「第２次きたひろしま男女共同参画プラン」の見

直しなど、今後、市が取り組むべき施策の参考資料として活用します。 

調査の方法と回収結果 
（1） 調査対象：２０歳以上の市民１,０００人（無作為抽出） 

（2） 調査期間：平成２５年６月７日（金）～平成２５年６月２８日（金） 

（3） 調査方法：郵送による 

（4） 回答結果：有効回収数（率） ３９２人 ３９.２％ 

（5） 回収状況表 

 発送数 回収数 回収率 

合計数 1,000 392 39.2％ 

性
別 

男性 492 185 37.6％ 

女性 508 198 39.0％ 

無回答 - 9 - 

年
齢
別 

20 歳代 116 25 21.6％ 

30 歳代 120 41 34.2％ 

40 歳代 137 43 31.4％ 

50 歳代 185 67 36.2％ 

60 歳代 236 116 49.2％ 

70 歳代 129 68 52.7％ 

80 歳以上 77 28 36.4％ 

無回答 - 4 - 

地
区
別 

東部地区 281 107 38.1％ 

西部地区 55 20 36.4％ 

大曲地区 290 104 35.9％ 

西の里地区 109 40 36.7％ 

北広島団地地区 265 117 44.2％ 

無回答 - 4 - 

Ⅱ 報告書の見方 

（1）  回答率（各回答の百分率）は、回答総数を基数として算出し、小数第 2 位を四捨五入しました。このため、

個々の比率の合計が 100.0％にならない場合（99.9 あるいは 100.1）があります。 

（2）  複数回答（「2 つまで」「3 つまで」「いくつでも」など）を認めた質問では、回答者数を基数としているため、比率

の合計が 100％を超えることがあります。 
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（3）  前回調査や国（内閣府）・北海道の調査に同様の設問がある場合、できるだけ他調査結果との比較を行いま

した。報告書の中でこれらの表記は以下のとおりとします。 

【今回調査】…本調査（平成２５年度） 

【前回調査】…「男女平等参画に関する市民意識調査」 

・調査実施：北広島市 

・調査対象：２０歳以上の市民１,０００人（無作為抽出） 

・調査期間：平成２１年２月２７日～平成２１年３月１３日 

・調査方法：郵送による 

・回答結果：有効回収数（率） ４５５人 ４５．５％ 

【前々回調査】…「男女平等参画に関する市民意識調査」 

・調査実施：北広島市 

・調査対象：２０歳以上の市民６００人（無作為抽出） 

・調査期間：平成１５年６月１３日～平成１５年６月２９日 

・調査方法：郵送による 

・回答結果：有効回収数（率） ２２３人 ３７．２％ 

【北海道調査】…「DV（配偶者からの暴力）に関する意識調査」 

・調査実施：北海道 

・調査対象：道内に居住する満２０歳以上の男女１,６００人（層化二段無作為抽出） 

・調査期間：平成２３年８月２５日～平成２３年１０月２８日 

・調査方法：郵送による 

・回答結果：有効回収数（率） ５６７人 ３５．４％ 

【内閣府調査】…「男女共同参画社会に関する世論調査」 

・調査実施：内閣府 

・調査対象：全国２０歳以上の日本国籍を有する者５,０００人（層化二段無作為抽出） 

・調査期間：平成２４年１０月１１日～平成２４年１０月２８日 

・調査方法：調査員による個別面接聴取法 

・回答結果：有効回収数（率） ３,０３３人 ６０．７％ 

【内閣府調査（暴力）】…「男女間における暴力に関する調査報告書」 

・調査実施：内閣府 

・調査対象：全国２０歳以上の男女５,０００人（層化二段無作為抽出） 

・調査期間：平成２３年１１月～平成２３年１２月 

・調査方法：郵送留置不問回収法 

・回答結果：有効回収数（率） ３,２９３人 ６５．９％ 
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Ⅲ 回答者の属性 

①男女別 
男女別の回答率は、回答者に占める女性の割合が男性より

3.3 ポイント高く、北広島市の男女比と概ね同じになっています。 

 

 

 

 

 

②年齢別 
回答者の年齢層は、60 代から 70 代が多くなっています。 

女性では、20 代から 40 代からの回答が多く、男性では 50 代以上からの回答が多くなっています。 

 

③地区別 
回答者の地区別割合は、北広島市の地区別人口割合とほぼ同じとなっています。 

 

  

6.4 

2.7 

10.1 

10.5 

8.6 

12.6 

11.0 

8.6 

13.1 

17.1 

17.8 

17.2 

29.6 

34.6 

25.8 

17.3 

20.0 

13.6 

7.1 

6.5 

7.6 

1.0 

1.1 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

男性

女性

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 80歳以上 無回答

27.3 

28.1 

25.8 

5.1 

4.9 

5.6 

26.5 

29.7 

24.2 

10.2 

9.2 

11.6 

29.8 

27.6 

32.3 

1.0 

0.5 

0.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

男性

女性

東部 西部 大曲 西の里 北広島団地 無回答

185人、

47.2%198人、

50.5%

9人、

2.3%

男性

女性

無回答
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④職業別 
  職業別では、「無職」が一番多く、次いで「会社員・公務員」、「専業主婦・主夫」となっています。 

 

⑤未婚・既婚の別 
 79.8％が既婚者で、そのうち 57.4％は共働き以外と回答しています。 

 

⑥子どもの有無 
76.8％の人に子どもがいます。 

 

  

21.4 

31.9 

12.1 

4.1 

6.5 

2.0 

14.3 

7.0 

21.7 

20.2 

0.0 

39.4 

1.8 

1.6 

2.0 

29.1 

41.1 

16.7 

5.4 

5.9 

5.1 

0.8 

0.5 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

男性

女性

会社員・公務員 自営業・自由業・家業 パート・アルバイト

専業主婦・専業主夫 学生 無職

その他 無回答

15.1 

10.3 

20.2 

22.4 

22.2 

23.2 

57.4 

64.3 

51.0 

5.1 

3.2 

5.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

男性

女性

未婚 既婚（共働き） 既婚（共働き以外） 無回答

76.8 

80.0 

73.7 

22.7 

20.0 

26.3 

0.5 

0.0 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

男性

女性

いる いない 無回答
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（１）男女共同参画社会に関する意識について 

男女の地位の平等意識 
問１ あなたは、次にあげる各分野で男女の地位は平等になっていると思いますか。あなたの気持ちに最も近い番

号を選んでください。（それぞれの分野で○は１つ） 

 

 

38.6 

57.9 

13.0 

61.5 

37.7 

69.7 

66.1 

40.1 

19.6 

54.6 

18.1 

36.5 

14.5 

17.1 

7.9 

4.1 

3.3 

1.3 

7.9 

3.1 

3.3 

8.4 

10.5 

20.2 

12.0 

10.5 

7.1 

7.9 

5.1 

7.9 

8.9 

7.1 

7.4 

5.6 

5.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

家庭生活

職場

学校教育の場

政治の場

法律や制度上

社会通念・慣習

・しきたりなど

社会全体

全体

男性の方が優遇されている 平等 女性の方が優遇されている わからない 無回答

33.5 

58.4 

15.7 

57.8 

27.6 

70.3 

62.7 

45.9 

25.4 

53.5 

24.3 

50.8 

17.3 

21.1 

9.2 

6.0 

4.9 

1.6 

8.6 

3.7 

4.9 

7.0 

4.3 

18.4 

10.8 

7.6 

4.3 

7.0 

4.3 

5.9 

7.6 

5.4 

5.4 

4.3 

4.3 

0% 50% 100%

家庭生活

職場

学校教育の場

政治の場

法律や制度上

社会通念・慣習

・しきたりなど

社会全体

男性

44.5 

58.6 

11.1 

67.7 

48.5 

71.2 

70.7 

34.3 

14.6 

56.1 

11.6 

22.7 

11.1 

13.1 

7.1 

2.5 

2.0 

1.0 

7.6 

2.5 

2.0 

9.6 

16.2 

21.7 

12.6 

13.1 

9.6 

8.6 

4.5 

8.1 

9.1 

7.1 

8.1 

5.6 

5.6 

0% 50% 100%

女性
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「男性の方が優遇されている（男性の方が非常に優遇されている＋男性の方が優遇されている）」と思う分野は

「社会通念・慣習・しきたりなど」69.7％、「社会全体」66.1％、「政治の場」61.5％、「職場」57.9％等の回答割合が

高くなっています。 

 「平等」とした回答した人の割合が高いのは「学校教育」54.6％、「家庭生活」40.1％、「法律や制度上」36.5％と

なっています。 

「男女共同参画」に関する用語の認知度 
問２ 次にあげる言葉のうち、あなたが見たり聞いたりしたことがあるものはどれですか。（該当するものすべてに○） 

 

男女共同参画に関する用語のうち、「男女共同参画社会基本法」と「配偶者暴力防止法」については、それぞれ、

市のプランの中で目標値が設定されています。 

 「男女共同参画社会基本法」については前回（平成20年度）の43.1％に比べて39.5％と伸び悩みましたが、「配

偶者暴力防止法」は前回の 40.0％と比較して 76.8％と、大きく認知が進んでいます。 

内閣府調査との比較 

 

内閣府の調査結果と比較すると、「ポジティブ・アクション」（内閣府20.0％、市8.9％）と「ワーク・ライフ・バランス」

（内閣府 41.3％、市 20.9％）を見たり聞いたりしたことのある人の率が低くなっています。  

男女共同

参画社会

基本法

女子差別

撤廃条約

ポジティ

ブ・アク

ション

ジェン

ダー

男女雇用

機会均等

法

ワーク・

ライフ・

バランス

配偶者暴

力防止法

固定的な

性別役割

分担意識

アンペイ

ド・ワーク

きたひろし

ま男女共

同参画プ

ラン

前回 43.1 30.8 11.0 26.6 80.7 25.5 40.0 4.6 8.1 17.8

今回 39.5 28.6 8.9 26.0 78.1 20.9 76.8 6.9 9.4 15.1

0.0
10.0
20.0
30.0
40.0
50.0
60.0
70.0
80.0
90.0

100.0

目標値：60％ 目標値：100％

（％）

女子差別撤廃

条約

ポジティブ・アク

ション
ジェンダー

男女雇用機会

均等法

ワーク・

ライフ・

バランス

配偶者暴力防

止法

内閣府 34.8 20.0 30.9 79.6 41.3 76.1

市 28.6 8.9 26.0 78.1 20.9 76.8

0.0
10.0
20.0
30.0
40.0
50.0
60.0
70.0
80.0
90.0

100.0
（％） 
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（２）職業について 

女性が職業をもつことについて 
問３ あなたは、女性が職業をもつことについて、どう思いますか。（○は１つ） 

 

※ 選択肢の「わからない」「無回答」の表示は省略しています。 

「結婚や出産にかかわりなく働き続ける方がよい」と回答した人の割合が 43.1％（前回調査 26.4％）と最も高くな

っており、次に、「子どもができたら職業をやめ、子育てが終わると再び働く方がよい」と回答した人の割合が 31.4％

（前回調査 45.7％）となっています。 

 前回調査まで、「結婚や出産にかかわりなく働き続ける方がよい」と「子どもができたら職業をやめ、子育てが終わ

ると再び働く方がよい」の選択肢では、全国調査と北広島市において順位に差がありましたが、今回調査で同じにな

っています。 

  

43.1 

26.4 

31.9 

47.5 

31.6 

45.7 

40.6 

30.8 

6.6 

13.6 

4.4 

10.0 

2.8 

5.7 

4.2 

5.6 

0.3 

0.2 

2.5 

3.4 

7.9 

7.3 

14.3 

1.4 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

北広島市（今回）

北広島市（前回）

北海道

内閣府

結婚や出産にかかわりなく働き続ける方がよい

子どもができたら職業をやめ、子育てが終わると再び働く方がよい

子どもができたら職業をやめ、家庭に入る方がよい

結婚をしたら職業をやめ、家庭に入る方がよい

女性は職業をもたない方がよい

その他

（％） 
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男女別の割合 

 

 男女別に見ると、男性では「結婚や出産にかかわりなく働き続ける方がよい」と回答した人の割合が高く、女性では

「その他」と回答した人の割合が高くなっています。 

 「その他」の内容の多くは、「どちらともいえない（個人の自由、家庭の事情による、選択の自由があるといい）」とな

っています。 

年齢別の割合 

 

年齢別に見ると、どの世代でも「結婚や出産にかかわりなく働き続ける方がよい」が最も多くなっています。 

20 歳代と 30 歳代では、他の世代と比較して、「その他」と回答した人の割合が高くなっています。 

また、「結婚をしたら職業をやめ、家庭に入る方がよい」と回答した人の割合は、60 歳代から上の年代になるにつ

れ、高くなっています。 

47.6 

40.4 

30.3 

33.3 

8.1 

5.6 

3.2 

1.5 

0.5 

4.9 

11.1 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

男性

女性

結婚や出産にかかわりなく働き続ける方がよい

子どもができたら職業をやめ、子育てが終わると再び働く方がよい

子どもができたら職業をやめ、家庭に入る方がよい

結婚をしたら職業をやめ、家庭に入る方がよい

女性は職業をもたない方がよい

その他

40.0 

51.2 

51.2 

52.2 

39.7 

36.8 

35.7 

36.0 

31.7 

20.9 

32.8 

37.9 

27.9 

21.4 

4.0 

0.0 

4.7 

4.5 

7.8 

13.2 

7.1 

0.0 

0.0 

2.6 

5.9 

14.3 

0.0 

2.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

16.0 

17.1 

9.3 

9.0 

6.0 

4.4 

0.0 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

80歳以上

（％） 

（％） 
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進路や職業を選択する際に、性別を意識したか 
問４ あなたは、進路や職業を選択する際に、性別を意識しましたか。（○は 1 つ） 

 

 

「性別を意識して選択した（性別をかなり意識して選択した＋どちらかといえば性別を意識して選択した）」とする

人の割合が 34.4％、「性別を意識せずに選択した（どちらかといえば性別を意識せずに選択した＋性別をほとんど

（全く）意識せずに選択した）」とする人の割合が 54.6％となっています。 

 男女別に見ると、「性別を意識して選択した」とする人の割合は女性で、「性別を意識せずに選択した」とする人の

割合は男性で、それぞれ高くなっています。 

  

9.9 

6.5 

13.6 

24.5 

16.8 

31.8 

16.3 

17.3 

16.2 

38.3 

51.4 

26.3 

8.2

6.5

9.6

2.8

1.6

2.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

男性

女性

性別をかなり意識して選択した どちらかといえば性別を意識して選択した

どちらかといえば性別を意識せずに選択した 性別をほとんど（全く）意識せずに選択した

わからない 無回答

8.0 

9.8 

11.6 

11.9 

12.9 

5.9 

3.6 

20.0 

31.7 

25.6 

22.4 

24.1 

27.9 

14.3 

8.0 

12.2 

16.3 

16.4 

21.6 

13.2 

17.9 

56.0 

39.0 

39.5 

46.3 

35.3 

32.4 

28.6 

8.0

7.3

7.0

1.5

5.2

16.2

21.4

0.0

0.0

0.0

1.5

0.9

4.4

14.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

80歳以上

性別をかなり意識して選択した どちらかといえば性別を意識して選択した

どちらかといえば性別を意識せずに選択した 性別をほとんど（全く）意識せずに選択した

わからない 無回答
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女性が働きやすい社会 
問５ あなたは、今の社会は女性が働きやすい状況にあると思いますか。（○は１つ） 

 

 

今の社会は女性が「働きやすい（働きやすい＋おおむね働きやすい）」と回答した人の割合は、37.8％となり前回

（32.8％）と前々回（32.2％）と比較してその割合は多少上がっています。 

 しかし、依然として全体の半数以上（53.5％）が「働きやすくない（働きやすくない＋あまり働きやすくない）」と回答

しており、男女別で比較すると、男性は 47.0％、女性は 61.1％と、女性の方が回答率が高くなっています。 

  

4.6 

5.9 

3.0 

33.2 

38.4 

28.8 

39.0 

32.4 

46.5 

14.5 

14.6 

14.6 

6.1 

6.5 

5.6 

2.6 

2.2 

1.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

男性

女性

働きやすい おおむね働きやすい あまり働きやすくない

働きやすくない わからない 無回答

4.6 

2.9 

2.2 

33.2 

29.9 

30.0 

39.0 

38.0 

41.7 

14.5 

18.9 

19.3 

6.1 

8.6 

6.3 

2.6 

1.8 

0.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回（Ｈ25）

前回（Ｈ20）

前々回（Ｈ15）

働きやすい おおむね働きやすい あまり働きやすくない

働きやすくない わからない 無回答
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働きやすくない理由 

問 5-１ 問５で「３ あまり働きやすくない」、「４ 働きやすくない」を選んだ方にお聞きします。女性が「働きやすくな

い」大きな原因と思うものを選んでください。（○は５つまで） 

 

 問５で「あまり働きやすくない」「働きやすくない」と回答した人 53.5％（210 人）の中で、働きやすくない大きな原因

は「家事・育児と仕事の両立が難しい」ためと回答した人が 77.6％と最も多く、次いで「保育制度や施設が十分では

ない」と回答した人が 57.6％と、以上 2 つの項目で半数以上の人が回答をしています。 

 前回調査と比較すると、「家事・育児と仕事の両立が難しい」「保育制度や施設が十分ではない」「女性の仕事は

補助的業務や雑用が多い」が回答率を上げ、「育児退職後の再就職（正職員）が難しい」の回答率が下がっていま

す。  

62.5

42.9

55.6

37.5 33.2
34.7

29.7

23.9

23.2

14.7 16.6
18.9

2.3
0

77.6

57.6

45.7

32.4 32.4
29.0 28.6 27.1 27.1

21.9 21.4 21.4

14.3

1.4 0.5

0.0
10.0
20.0
30.0
40.0
50.0
60.0
70.0
80.0
90.0

家
事
・
育
児
と
仕
事
の
両
立
が
難
し
い

保
育
制
度
や
施
設
が
十
分
で
は
な
い

育
児
退
職
後
の
再
就
職
（
正
職
員
）
が
難
し
い

育
児
休
業
が
と
れ
な
い

昇
進
・
給
与
・
教
育
訓
練
に
男
女
で
差
が
あ
る

女
性
の
仕
事
は
補
助
的
業
務
や
雑
用
が
多
い

能
力
を
正
当
に
評
価
さ
れ
な
い

結
婚
、
出
産
退
職
の
慣
行
が
あ
る

「
男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
」
と
い
う
社
会
通
念

が
強
い

転
勤
に
よ
る
別
居
が
難
し
い

能
力
を
発
揮
す
る
場
が
少
な
い

家
族
の
介
護
を
担
わ
さ
れ
る

家
族
の
理
解
が
得
ら
れ
な
い

そ
の
他

無
回
答

前回

今回

（％） 
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（３）家庭生活に関する意識について 

「男は仕事、女は家庭」という考え方について 
問６ あなたは「男は仕事、女は家庭」という考え方をどう思いますか。（○は１つ） 

 

 

家庭生活について、夫は外で働き、妻は家庭を守るべきであるか聞いたところ、「賛成（賛成＋どちらかといえば

賛成）」と回答した人の割合が 33.2％、「反対（反対＋どちらかといえば反対）」と回答した人の割合が 52.3％となっ

ています。 

 前回の調査結果と比較して見ると、「賛成」（28.4％→33.2％）と回答した人の割合が上昇し、「反対」（61.3％→

52.3％）とする人の割合が低下しています。 

男女別に見ると、「賛成」と回答した人の割合は男性で、「反対」と回答した人の割合は女性で、それぞれ高くなっ

てます。 

内閣府の調査結果と比較すると、内閣府では「賛成」と回答した人の割合が 51.6％と過半数を超えたのに対し、

市では「反対」と回答した人の割合の方が高くなっています。 

12.9 

3.6 

3.8 

3.5 

38.7 

29.6 

34.1 

26.3 

27.9 

33.2 

30.8 

35.4 

17.2 

19.1 

17.8 

20.7 

3.3 

9.7 

9.7 

9.6 

0.0 

4.8 

3.8 

4.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

内閣府

北広島市（全体）

北広島市（男性）

北広島市（女性）

賛成 どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対 反対 わからない 無回答

4.0 

4.9 

2.3 

1.5 

2.6 

5.9 

7.1 

28.0 

36.6 

37.2 

31.3 

28.4 

26.5 

17.9 

36.0 

31.7 

18.6 

34.3 

35.3 

42.6 

25.0 

24.0 

17.1 

25.6 

20.9 

21.6 

10.3 

14.3 

8.0

9.8

14.0

10.4

7.8

7.4

17.9

0.0

0.0

2.3

1.5

4.3

7.4

17.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

80歳以上

賛成 どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対 反対 わからない 無回答
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「仕事」、「家庭生活」、「地域・個人の生活」の関わり方 

問７ 生活の中で、「仕事」、「家庭生活」、「地域・個人の生活」（地域活動・学習・趣味・付き合い等）の優先度につ

いて、あなたの「希望」と「現実（現状）」に最も近いものを選んでください。（それぞれ○は１つ） 

 

 

 

生活の中での、「仕事」、「家庭生活」、「地域・個人の生活」（地域活動・学習・趣味・付き合い等）の優先度につ

いて、希望に最も近いものを聞いたところ、「仕事と家庭生活をともに優先したい」といった複数の活動をバランスよく

行いたいとする人の割合が最も高く 33.4％となっていますが、現実には、「仕事」あるいは「家庭」など、単一の活動

を優先している人の割合が最も高くなっています。 

このように「仕事」、「家庭生活」、「地域・個人の生活」の優先度に関する希望と現実の乖離は大きく、希望する

生活と現実の生活が一致している人は 34.5％に留まっています。 

男女別に見ると、男性は「仕事」優先を希望する人は、8.1％にすぎませんが、現実には 39.5％の人が「仕事」優

先となっています。また、女性も共通して「仕事」優先が高くなっているほか、「家庭」優先を希望とする人が 23.7％

のところ、現実には 43.4％が「家庭」優先となっており、男性と比べて傾向が異なっています。 

 内閣府の調査結果と比較すると、市では「仕事と家庭生活をともに優先したい」の回答率が高く、「仕事と家庭生

活と地域・個人の生活をともに優先したい」の回答率が低くなっています。また、希望する生活と現実の生活が一致

している人は、内閣府（15.2％）と比べて市（34.5％）は高くなっています。  

4.6 

30.1 

20.2 

28.3 

3.3 

2.3 

33.4 

19.6 

3.3 

2.0 

12.2 

8.2 

16.8 

3.3 

6.1 

6.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

希望

現実（現状）

全体 仕事 家庭生活

地域・個人の生活 仕事、家庭生活

仕事、地域・個人の生活 家庭生活、地域・個人の生活

仕事、家庭生活、地域・個人の生活 無回答

7.6 

39.5 

17.3 

12.4 

3.2 

2.7 

37.3 

25.9 

5.4 

3.2 

10.3 

7.0 

13.0 

3.2 

5.9 

5.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

希望

現実（現状）

男性

2.0 

22.2 

23.7 

43.4 

3.5 

2.0 

29.3 

14.1 

1.5 

1.0 

13.6 

8.6 

21.2 

3.5 

5.1 

5.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

希望

現実（現状）

女性
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希望と現実の一致・不一致（全体） 
 現実（現状） 

仕事 
家庭生

活 

地域・

個人の

生活 

仕事、

家庭生

活 

仕事、

地域・

個人の

生活 

家庭生

活、地

域・個

人の生

活 

仕事、

家庭生

活、地

域・個

人の生

活 

無回

答・無

効 

計 

希
望 

仕事 3.6％ 0.5％ 0.0％ 0.3％ 0.0％ 0.3％ 0.0％ - 4.6％ 

家庭生活 7.4％ 9.7％ 0.3％ 1.8％ 0.5％ 0.0％ 0.5％ - 20.2％ 

地域・個人の

生活 
0.3％ 1.5％ 1.0％ 0.3％ 0.0％ 0.3％ 0.0％ - 3.3％ 

仕事、家庭生

活 
12.0％ 8.7％ 0.3％ 11.5％ 0.3％ 0.8％ 0.0％ - 33.4％ 

仕事、地域・個

人の生活 
1.3％ 0.3％ 0.3％ 0.3％ 0.8％ 0.3％ 0.3％ - 3.3％ 

家庭生活、地

域・個人の生

活 

0.5％ 4.1％ 0.3％ 1.3％ 0.3％ 5.6％ 0.3％ - 12.2％ 

仕事、家庭生

活、地域・個人

の生活 

5.1％ 3.6％ 0.3％ 4.3％ 0.3％ 1.0％ 2.3％ - 16.8％ 

無回答・無効 - - - - - - - 6.1％ 6.1％ 

計 30.1％ 28.3％ 2.3％ 19.6％ 2.0％ 8.2％ 3.3％ 6.1％ 99.9％ 

希望と現実が一致している人  34.5％ 

 

※ 希望のみ記入して、現実（現状）を記入していないものについては、無効としました。 

 （「仕事」1 件、「仕事、家庭生活」5 件、「仕事、家庭生活、地域・個人の生活」1 件）  
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男女がともに、家事、子育て、介護、地域活動に参加するために必要なこと 
問８ 男女がともに家事、子育て、介護、地域活動に積極的に参加していくためにどのようなことが必要だと思います

か。（該当するものすべてに○） 

 

男女がともに、家事、子育て、介護、地域活動に積極的に参加していくためにはどのようなことが必要だと思うか

聞いたところ、「夫婦や家族間でのコミュニケーションをよくはかること」を挙げた人の割合が 65.1％と最も高く、以下、

「男性が家事などに参加することに対する男性自身の抵抗感をなくすこと」（52.8％）、「社会の中で、男性による家

事、子育て、介護、地域活動について、その評価を高めること」（44.1％）、「労働時間短縮や休暇制度を普及する

ことで、仕事以外の時間をより多く持てるようにすること」（42.3％）の順となっています。 

  

65.1 

52.8 

44.1 

42.3 

32.4 

27.3 

20.9 

18.1 

17.6 

13.8 

3.1 

0.8 

4.1 

63.2 

49.2 

41.1 

42.7 

29.7 

24.3 

23.8 

17.3 

16.2 

16.8 

2.7 

1.1 

2.7 

68.2 

57.1 

47.5 

42.9 

35.9 

29.3 

19.2 

19.2 

19.2 

11.6 

3.0 

0.5 

4.0 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0

夫婦や家族間でのコミュニケーションをよくはか

ること

男性が家事などに参加することに対する男性自身

の抵抗感をなくすこと

社会の中で、男性による家事、子育て、介護、地

域活動について、その評価を高めること

労働時間短縮や休暇制度を普及することで、仕事

以外の時間をより多く持てるようにすること

年配者やまわりの人が、夫婦の役割分担等につい

ての当事者の考え方を尊重すること

男性が家事、子育て、介護、地域活動に関心を高

めるよう啓発や情報提供を行うこと

家庭や地域活動と仕事の両立などの問題につい

て、男性が相談しやすい窓口を設けること

男性が家事などに参加することに対する女性の抵

抗感をなくすこと

男性が子育てや介護、地域活動を行うための、仲

間（ネットワーク）作りをすすめること

国や地方公共団体などの研修等により、男性の家

事や子育て、介護等の技能を高めること

特に必要なことはない

その他

無回答・無効

全体

男性

女性

（％） 



16 

 

（４）人権に関する意識について 

ＤＶ（配偶者等からの暴力）の認識 
問９ DV（ドメスティック・バイオレンス）とは、配偶者や交際相手の間で起こる暴力のことをいいます。あなたは、次の

行為が暴力にあたると思いますか。（それぞれの項目で○は１つ） 

 

 

67.1

72.4

63.1

25.3

20.5

30.8

1.5

1.6

1.0

6.1

5.4

5.1

全体

男性

女性

0% 20% 40% 60% 80% 100%

A 平手で打つ

83.4

85.9

82.8

8.7

7.0

10.6

1.5

1.6

1.0

6.4

5.4

5.6

全体

男性

女性

0% 20% 40% 60% 80% 100%

B 足でける

92.3

93.5

93.4

1.5

0.5

2.5

1.0

1.6

0.0

5.1

4.3

4.0

全体

男性

女性

0% 20% 40% 60% 80% 100%

C 身体を傷つける可能

性のある物などでなぐる

58.9

57.3

61.6

29.3

35.1

25.3

5.4

2.7

7.6

6.4

4.9

5.6

全体

男性

女性

0% 20% 40% 60% 80% 100%

D なぐるふりをして、

おどす

92.1

93.0

93.4

1.3

1.1

1.5

1.0

1.6

0.0

5.6

4.3

5.1

全体

男性

女性

0% 20% 40% 60% 80% 100%

E 刃物などを突きつけ

て、おどす

81.6

77.3

87.4

11.7

16.8

7.6

1.5

1.6

1.0

5.1

4.3

4.0

全体

男性

女性

0% 20% 40% 60% 80% 100%

F いやがっているのに性

的な行為を強要する
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70.2

71.9

70.2

18.1

17.8

18.7

5.1

4.9

5.1

6.6

5.4

6.1

全体

男性

女性

0% 20% 40% 60% 80% 100%

G 見たくないのにポルノビ

デオやポルノ雑誌を見せる

48.2

47.0

49.5

38.0

42.2

35.9

7.9

6.5

9.1

5.9

4.3

5.6

全体

男性

女性

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H 何を言っても長時間無視

し続ける

52.3

52.4

52.5

35.7

36.2

36.9

5.6

5.9

5.1

6.4

5.4

5.6

全体

男性

女性

0% 20% 40% 60% 80% 100%

I 交友関係や電話を細かく

監視する

62.8

59.5

66.7

26.8

29.7

25.3

4.6

5.9

3.0

5.9

4.9

5.1

全体

男性

女性

0% 20% 40% 60% 80% 100%

J「誰のおかげで生活できるんだ」
「かいしょうなし」などと言う

52.8

48.6

57.1

38.0

44.3

33.8

3.3

3.2

3.0

5.9

3.8

6.1

全体

男性

女性

0% 20% 40% 60% 80% 100%

K 大声でどなる

70.4

69.7

72.2

19.6

21.6

18.7

4.1

4.3

3.5

5.9

4.3

5.6

全体

男性

女性

0% 20% 40% 60% 80% 100%

L 生活費を渡さない
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「どんな場合でも暴力にあたると思う」回答割合が９０％を超える行為は「身体を傷つける可能性のある物などで

なぐる」と「刃物などを突きつけて、おどす」となっています。 

 「足でける」及び「いやがっているのに性的な行為を強要する」は８０％超、「見たくないのにポルノビデオやポルノ雑

誌を見せる」と「生活費を渡さない」については 7０％超となっています。 

「どんな場合でも暴力にあたると思う」と回答した人の割合 

（※北広島市での割合が多かった順番に表示） 

内閣府（暴力）、北海道の調査結果と比較すると、全体的に「どんな場合でも暴力にあたると思う」と回答した人の

割合が高くなっています。 

 とりわけ「いやがっているのに性的な行為を強要する」「生活費を渡さない」「見たくないのにポルノビデオやポルノ雑

誌を見せる」「『誰のおかげで生活できるんだ』『かいしょうなし』などと言う」「大声でどなる」「交友関係や電話を細かく監

視する」について、「どんな場合でも暴力にあたると思う」と回答した人の割合が高くなっています。 

 

 

 

順位 回答項目 内閣府（暴力） 北海道 北広島市 

1 身体を傷つける可能性のある物でなぐる 93.1％ 91.4％ 92.3％ 

2 刃物などを突きつけて、おどす 91.4％ 90.8％ 92.1％ 

3 足でける 79.5％ 83.1％ 83.4％ 

4 いやがっているのに性的な行為を強要する 72.0％ 78.7％ 81.6％ 

5 生活費を渡さない - 62.8％ 70.4％ 

6 見たくないのにポルノビデオやポルノ雑誌を見せる 55.7％ 63.0％ 70.2％ 

7 平手で打つ 59.6％ 64.0％ 67.1％ 

8 「誰のおかげで生活できるんだ」「かいしょうなし」などと言う 49.7％ 57.7％ 62.8％ 

9 なぐるふりをして、おどす 52.3％ 62.4％ 58.9％ 

10 大声でどなる 41.2％ 49.6％ 52.8％ 

11 交友関係や電話を細かく監視する 39.8％ 46.6％ 52.3％ 

12 何を言っても長時間無視し続ける 44.5％ 43.0％ 48.2％ 
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ＤＶ（配偶者等からの暴力）を受けた経験について 
問１０ あなたは、これまでに配偶者や交際相手から次のような暴力を受けたことがありますか。（それぞれの項目で

○は１つ） 

 

 身体的暴力、精神的暴力、経済的暴力、性的暴力のいずれかについて、配偶者や交際相手から被害を受けたこ

とがあると回答した人（何度もあった＋１，２度あった）の割合は 31.4％（123 人）となっています。男女別の内訳は、

男性 48 人、女性 75 人となっています。 

男女別の割合 

 

 男女別に見ると、被害を受けたことがあると回答した人の割合は、男性で 26.0％、女性で 37.9％となっています。 
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7.6 

2.7 

6.5 

0.0 

1.6 

18.4 

3.2 

18.4 

0.5 

2.2 

69.7 

88.1 

70.3 

93.5 

89.2 

4.3 

5.9 

4.9 

5.9 

7.0 

0% 50% 100%

全体

身体的暴力

精神的暴力

経済的暴力

性的暴力

男性

何度もあった １，２度あった

まったくない 無回答

15.7 

4.5 

9.6 

4.0 

2.5 

22.2 

9.6 

21.2 

1.5 

7.1 

58.6 

81.3 

62.6 

87.9 

83.3 

3.5 

4.5 

6.6 

6.6 

7.1 

0% 50% 100%

女性

何度もあった １，２度あった

まったくない 無回答



20 

 

12.0 

18.0 

11.3 

6.4 

3.6 

0.0 10.0 20.0 30.0

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

男性

28.4 

19.9 

16.3 

10.3 

6.8 

0.0 10.0 20.0 30.0

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

女性

 それぞれの行為について、「身体的暴力」は男性で 5.9％、女性で 14.1％、「精神的暴力」は男性で 24.9％、女

性で 30.8％、「経済的暴力」は男性で 0.5％、女性で 5.5％、「性的暴力」は男性で 3.8％、女性で 9.6％となってい

ます。いずれの行為も、女性の方が被害の経験が多くなっています。 

 男女・年齢別の割合 

 

男女・年齢別に見ると、被害を受けたことがあると回答した人は、どの世代でも１割を超えています。 

問１０では、過去に被害を受けたことがあるか聞いているため、年齢が高くなるほど経験が累計され、割合が高く

なると推測されます。しかし、内閣府調査（下記）によると、配偶者からいずれかの被害を 5 年以内に受けた人の割

合は、年齢が低くなるほど高くなる傾向があります。 

（参考）過去 5年以内の被害経験の有無…「男女間における暴力に関する調査」（H23内閣府調査） 
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DVを受けた経験の重複 

相談先 全体 男性 女性 

実数 123 人 48 人 75 人 

重複あり 34.8％ 27.1％ 40.1％ 

 身体的暴力と精神的暴力 10.6％ 10.4％ 10.7％ 

 身体的暴力と性的暴力 0.8％ 0.0％ 1.3％ 

 精神的暴力と経済的暴力 2.4％ 2.1％ 2.7％ 

 精神的暴力と性的暴力 8.1％ 6.3％ 9.3％ 

 身体的暴力と精神的暴力と経済的暴力 2.4％ 0.0％ 4.0％ 

 身体的暴力と精神的暴力と性的暴力 7.3％ 8.3％ 6.7％ 

 精神的暴力と経済的暴力と性的暴力 1.6％ 0.0％ 2.7％ 

 身体的暴力と精神的暴力と経済的暴力と性的暴力 1.6％ 0.0％ 2.7％ 

重複なし 64.9％ 73.0％ 60.1％ 

 身体的暴力 8.9％ 4.2％ 12.0％ 

 精神的暴力 52.8％ 68.8％ 42.7％ 

 経済的暴力 1.6％ 0.0％ 2.7％ 

 性的暴力 1.6％ 0.0％ 2.7％ 

被害を受けたことがあると回答した人（123 人）について、項目別の被害を見ると、重複している人は 34.8％とな

っています。男女別に見ると、男性の 27.1％、女性の 40.1％が重複して被害を受けています。 
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ＤＶ（配偶者等からの暴力）の相談先について 
問１０－１ そのとき、あなたはどこに相談しましたか。（該当するものすべてに○） 

順位 相談先 回答者数 割合 

1 どこ（だれ）にも相談しなかった 82 66.7％ 

2 友人・知人 27 22.0％ 

3 家族・親族 20 16.3％ 

4 北広島市の相談窓口 3 2.4％ 

5 弁護士・弁護士会 2 1.6％ 

6 医療関係者（医師・看護師など） 1 0.8％ 

7 

北海道の相談窓口 

警察の相談窓口 

民間団体などの相談窓口 

学校関係者（教員・スクールカウンセラーなど） 

0  0.0％ 

 その他 0  0.0％ 

 無回答・無効 4  3.3％ 

「どこ（だれ）にも相談しない」が 66.7％で最も多く、次いで「友人・知人」22.0％、「家族・親戚」16.3％と続いてい

ます。このほか「北広島市の相談窓口」2.4％、「弁護士・弁護士会」1.6％、「医療関係者（医師・看護師など）」

0.8％がありますが、少数回答となっています。 

男女別に見ると、男性の「どこ（だれ）にも相談しなかった」の回答率が高くなっています。 
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相談しなかった理由 
問１０－２ どこ（だれ）にも相談しなかったのは、なぜですか。（該当するものすべてに○） 

順位 相談先 回答者数 割合 

1 相談するほどのことではないと思った 37 45.1％ 

2 自分にも悪いところがあると思った 28 34.1％ 

3 自分さえ我慢すれば、何とかこのままやっていけると思った 19 23.2％ 

4 相談してもむだだと思った 17 20.7％ 

5 恥ずかしくてだれにも言えなかった 9 11.0% 

6 他人を巻き込みたくなかった 6 7.3% 

7 そのことについて思い出したくなかった 4 4.9% 

8 相談先がわからなかった 3 3.7% 

〃 
相談したことがわかると、加害者から仕返しを受けたり、もっとひどい暴

力を受けると思った 
3 3.7% 

10 他人に知られると、これまで通りの付き合いができなくなると思った 2 2.4% 

11 同性の相談担当者がいなかった 1 1.2％ 

12 
加害者から誰にも言うなとおどされた 

相談相手の言動によって不快な思いをさせられると思った 
0 0.0％ 

 その他 5 6.1% 

 無回答・無効 4 4.9% 

「相談するほどのことではないと思った」が 45.1％であり、最も多くなっています。男性の 62.9％が相談しなかった

理由としてこれをあげています。次に多い回答が「自分にも悪いところがあると思った」34.1％、「自分さえ我慢すれ

ば、何とかこのままやっていけると思った」23.2％となっています。 

男女別に見ると、男性は「相談するほどのことではないと思った（男性 62.9％、女性 31.9％）」が最も多く、女性は

「自分さえ我慢すれば、何とかこのままやっていけると思った（男性 5.7％、女性 36.2％）」が最も多くなっています。 
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セクシュアル・ハラスメントを受けた経験について 
問１１ あなたは、これまでに次のような場所でセクシュアル・ハラスメント（セクハラ・性的いやがらせ）を受けたり、身

近な人がセクシュアル・ハラスメントを受けているのを見たり聞いたりしたことがありますか。（該当するものすべてに

○） 
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セクシュアル・ハラスメントを受けた経験があるか尋ねたところ、全回答者 392 人中、42 人（10.7％）が「自分自

身が受けたことがある」と回答しました。男女別の内訳は男性 5 人、女性 37 人となっています。 

前回調査と比較すると、前回調査結果では 40 人（8.8％）が「セクシュアル・ハラスメントを受けたことがある」と回

答しており、1.9 ポイント上昇しました。前回の男女別の内訳は男性 3 人、女性 37 人となっています。 

場所別に見ると、「自分自身が受けたことがある」と回答した人は、職場が一番多く 36 人（9.2％）、次いで学校が

7 人（1.8％）、地域が 6 人（1.5％）となっています。 

セクシュアル・ハラスメントの相談先について 
問１１－１ そのとき、あなたはどこに相談しましたか。（該当するものすべてに○） 

順位 相談先 回答者数 割合 

1 どこ（だれ）にも相談しなかった 19 45.2％ 

2 友人・知人 17 40.5％ 

3 家族・親族 6 14.3％ 

4 職場や学校の相談窓口や上司 4 9.5％ 

5 

警察の相談窓口 

警察以外の公的機関の相談窓口 

民間団体などの相談窓口 

弁護士・弁護士会 

医療関係者（医師・看護師など） 

0 0.0％ 

 その他 2 4.8％ 

 無回答 1 2.4％ 

「どこ（だれ）にも相談しない」が 45.2％で最も多く、次いで「友人・知人」40.5％、「家族・親戚」14.3％と続いてい

ます。男女別に見ると、「どこ（だれ）にも相談しなかった」の回答率は女性が高くなっています。 
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相談しなかった理由 
問１１－２ どこ（だれ）にも相談しなかったのは、なぜですか。（該当するものすべてに○） 

順位 相談先 回答者数 割合 

1 相談するほどのことではないと思った 6 31.6％ 

〃 相談してもむだだと思った 6 31.6％ 

3 恥ずかしくてだれにも言えなかった 4 21.1％ 

4 そのことについて思い出したくなかった 3 15.8％ 

5 相談先がわからなかった 2 10.5％ 

〃 自分さえ我慢すれば、何とかこのままやっていけると思った 2 10.5％ 

〃 他人を巻き込みたくなかった 2 10.5％ 

8 
相談したことがわかると、加害者から仕返しを受けたり、もっとひどい暴

力を受けると思った 
1 5.3％ 

〃 他人に知られると、これまで通りの付き合いができなくなると思った 1 5.3％ 

〃 自分にも悪いところがあると思った 1 5.3％ 

11 

同性の相談担当者がいなかった 

加害者から誰にも言うなとおどされた 

相談相手の言動によって不快な思いをさせられると思った 

0 0.0％ 

 その他 3 15.8％ 

 無回答 1 5.3％ 

「相談するほどのことではないと思った」「相談してもむだだと思った」が 31.6％であり、最も多くなっています。次に

多い回答が「恥ずかしくてだれにも言えなかった」の 21.1％となっています。 
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（５）行政に求めることについて 

政治・行政に対する女性の意見の反映 
問１２ あなたは、現在、女性の意見が政治や行政にどの程度反映されていると思いますか。（○は１つ） 

 

「反映されている（十分反映されている＋ある程度反映されている）」と回答した人の割合が 39.3％、「反映され

ていない（あまり反映されていない＋ほとんど反映されていない）」と回答した人の割合が 38.5％となっています。 

男女共同参画社会を実現するために男性がすべきこと 
問１３ あなたは、男女共同参画社会を実現するために、男性はどのようにすることが必要だと思いますか。（○は３

つまで） 
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「女性も社会の組織を支える一員であるという認識を持つ」が51.5％と最も多く、次いで「女性が働きつづけられる

よう、家事、子育て、教育を分担する」が 47.2％、「職場で、女性の能力や考え方を尊重する」が 38.5％となってい

ます。 

男女共同参画社会を実現するために女性がすべきこと 
問１４ あなたは、男女共同参画社会を実現するために、女性はどのようにすることが必要だと思いますか。（○は３

つまで） 

 

「社会や組織を支える一員としての自覚を持つ」が 50.0％と最も多く、次いで「夫と家事、子育てや教育などの分担に

ついて話し合う」が 41.1％、「自分の意見や希望を様々な場で積極的に発言する」が 31.9％となっています。 
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北広島市に求めること 
問１５ あなたは、男女共同参画社会を実現するために、市はどのようなことに力を入れていくべきだと思いますか。

（○は５つまで） 
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 「保育の施設・サービスや地域の子育て環境を整備する」が 45.7％（前回調査 56.7％）と前回調査と同様に最も

多くなっています。 

 次いで、「高齢者の介護施設・サービスを充実する」37.0％（前回調査42.4％）、「学校教育や生涯学習の場で男

女共同参画についての学習を充実させる」（前回調査 41.5％）となっています。 

 男女別に見ると、「高齢者の介護施設・サービスを充実する」が女性の回答率（43.4％）に対し、男性の回答率

（29.7％）が低くなっています。 

 前回調査の結果と比較して、「企業などに雇用における男女共同参画への啓発を進める」と「男女共同参画推進を専

門的に担当する組織や体制を充実させる」が順位を上げています。 

回答が多かった順番に表示 

※ （）内は前回調査 

順位 回答項目 （）内は前回の順位 全体 男性 女性 

1 
保育の施設・サービスや地域の子育て環境を整

備する（1） 
45.7％（56.7％） 42.7％（55.2％） 48.5％（58.5％） 

2 高齢者の介護施設・サービスを充実する（2） 37.0％（42.4％） 29.7％（35.4％） 43.4％（45.5％） 

3 
学校教育や生涯学習の場で男女共同参画につ

いての学習を充実させる（3） 
26.8％（41.5％） 28.6％（41.4％） 25.3％（40.7％） 

4 
企業などに雇用における男女共同参画への啓

発を進める（7） 
26.5％（28.6％） 29.2％（29.8％） 24.2％（27.7％） 

5 
女性の就労を支援する情報提供や職業訓練を

進める（4） 
26.3％（38.9％） 20.0％（32.6％） 32.8％（44.3％） 

6 
行政の審議会など、政策を決定する場に女性

を積極的に登用する（5） 
26.0％（33.4％） 29.2％（38.7％） 23.2％（30.4％） 

7 
男女共同参画推進を専門的に担当する組織や

体制を充実させる（9） 
23.0％（25.9％） 27.6％（33.2％） 18.7％（21.3％） 

8 
男女共同参画社会実現へ向けた取組みの提

案など、市民参加の機会を設ける（6） 
21.4％（29.5％） 24.3％（28.7％） 18.7％（28.9％） 

9 
男女共同参画について学ぶための学習講座な

どを行なう（10） 
16.3％（24.4％） 16.8％（22.1％） 16.2％（24.5％） 

10 
男女共同参画意識を高めるための広報や啓発

活動を充実させる（8） 
15.1％（27.3％） 16.2％（27.6％） 13.6％（28.1％） 

11 
男女共同参画のための条例を作り、充実した政

策を進める（11） 
11.7％（15.8％） 13.5％（18.2％）  9.6％（15.0％） 

12 
男女共同参画を進めるためのリーダーを養成す

る（12） 
 8.9％（ 7.0％） 12.4％（ 7.2％）  6.1％（ 7.2％） 

13 
各国の女性との交流や情報提供など、国際交

流を推進する（初） 
 7.9％（  -  ）  7.6％（  -  ）  8.6％（  -  ） 

14 
男女共同参画を進めるための拠点施設を設置

する（13） 
 4.3％（ 6.2％）  7.6％（10.5％）  1.5％（ 2.8％） 
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